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委
員
会
審
査

ト
ピ
ッ
ク
ス

掘削調査現場での視察研修

新庁舎内の様子

  

委
員　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
の
車
両
と
ポ
ン
プ
の
性
能
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　

付
託
さ
れ
た
６
議
案
は
、
採
決
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
を
可
決
、
請
願

は
不
採
択
と
し
た
。

  

消
防
本
部　

山
林
火
災
な
ど
も
想

定
し
、
車
両
は
４
速
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
の
四
輪
駆
動
車
で
、
ポ
ン
プ
は
従

来
と
同
等
の
性
能
で
あ
る
。

  
委
員　

業
務
で
各
家
庭
を
訪
問
す

る
職
員
が
訪
問
先
で
感
染
し
た
場

合
、
今
回
改
正
す
る
特
殊
勤
務
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
の
か
。

  

市
長
公
室　

感
染
源
の
特
定
が
第

一
と
考
え
る
が
、
今
後
事
例
を
積
み

上
げ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

委
員　

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
上
限

４
千
枚
に
係
る
公
費
負
担
は
。

  

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

１
枚

当
た
り
作
成
単
価
を
約
８
円
と
し
て

計
算
す
る
と
、
１
人
当
た
り
の
公
費

負
担
額
の
上
限
は
約
３
万
２
千
円
と

な
る
。

  

委
員　

子
ど
も
の
遊
び
場
（
モ
ー

ヴ
ィ
）
は
子
育
て
世
代
の
関
心
が
高

い
が
、先
行
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

  

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

モ
ー
ヴ

ィ
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
を
市
民
の

身
近
な
場
所
に
す
る
一
助
と
考
え
る

た
め
、
早
期
の
整
備
に
努
め
る
。

Ａ

審
査
結
果

Ｑ Ａ Ｑ ＡＱＡ

TOPICS特別委員会活動トピックス特別委員会活動トピックス

丸亀に市民会館が帰ってきます！

　新市民会館の基本設計・実施設計の委託先が
決まり、令和5年度の完成を目指して（仮称）みん
なの劇場の建築が始まります。

設計業務委託先決定

新庁舎建設現場視察

　8月11日、丸亀城復旧復興特別委員会は、三
の丸埋没石垣の掘削調査現場を視察しました。
　10月16日から、この埋没石垣はPR館横に展
示されています。

石垣復旧現場視察

　７月21日、市庁舎等整備特別委員会は、建
設中の市役所新庁舎を視察しました。７月末で
の進捗状況は70％ほどで、令和３年１月29日
の完成を目指しています。

丸亀城復旧復興特別委員会

市庁舎等整備特別委員会

市民会館整備特別委員会
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質
疑
・
請
願
審
査

討
　
　
　
　
　
論

請
願
第
４
号　

国
に
対
し
「
子
ど
も

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
感
染
症
に

も
強
い
少
人
数
学
級
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部

　

支
部
長　

洌
崎
よ
う
子

●
請
願
の
趣
旨

　

学
校
で
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮

し
た
少
人
数
学
級
へ
の
移
行
と
、学
習

の
進
度
や
学
校
行
事
に
も
対
応
す
る

豊
か
な
学
校
生
活
の
保
障
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

●
審
査
結
果

　

不
採
択

請
願
第
５
号　

国
に
対
し
「
消
費
税

５
%
以
下
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部

　

支
部
長　

洌
崎
よ
う
子

●
請
願
の
趣
旨

　

税
金
の
集
め
方
や
使
い
方
を
見
直

し
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
な

請
願
審
査
結
果

ど
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
消
費
税

率
を
５
％
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

●
審
査
結
果

　

不
採
択

請
願
第
６
号　

「
国
の
責
任
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
大
規
模
実
施
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願

　

丸
亀
革
新
懇　

代
表
世
話
人　

佐
々
原
義
幸

●
請
願
の
趣
旨

　

防
疫
目
的
の
定
期
的
も
し
く
は
網

羅
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
検
査
の
実
施

と
、
陽
性
者
の
保
護
や
治
療
へ
の
支

援
拡
充
を
国
の
負
担
で
行
う
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

●
審
査
結
果

　

不
採
択

理
由　

国
保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ

や
プ
レ
ミ
ア
ム
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の

導
入
に
疑
問
が
残
る
た
め
、
反
対
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

認
定
第
１
号

討
論
討
論

コ
ロ
ナ
禍
の
成
人
式

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

目
指
す
も
の
は

コ
ロ
ナ
対
策
費
の
総
額
と

市
の
負
担
は

　
　
　
横
田
議
員　

２
会
場
の
分
散

　
　
　

開
催
で
３
密
を
回
避
す
る
と

は
い
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型

コ
ロ
ナ
の
同
時
流
行
が
危
惧
さ
れ

る
。
多
く
の
新
成
人
が
県
外
か
ら
本

市
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、

成
人
式
開
催
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長　

新
成
人
と

　
　
　

そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
は
一

生
に
一
度
の
行
事
で
あ
り
、
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
仲
間
と
共

に
祝
う
機
会
を
何
と
か
設
け
た
い
。

移
動
自
粛
や
開
催
制
限
が
要
請
さ
れ

る
状
況
に
な
れ
ば
中
止
の
場
合
も
あ

る
が
、
市
の
法
的
・
道
義
的
責
任
も

考
慮
し
な
が
ら
、
開
催
し
た
い
。

　
　
　
横
川
議
員　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

　
　
　

ー
ル
構
想
の
目
的
と
、
今
後

の
臨
時
的
な
長
期
休
業
へ
の
対
応
は
。

　
　
　

教
育
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
　
　

ル
構
想
の
目
的
は
、
一
人
１

台
の
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
資
質
や
能

力
を
さ
ら
に
育
成
す
る
こ
と
の
で
き

る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
学
校

を
長
期
に
臨
時
休
業
す
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
、
整
備
さ
れ
た
端
末
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止

め
な
い
よ
う
努
め
る
。

　
　
　
中
谷
議
員　

こ
れ
ま
で
の
コ

　
　
　

ロ
ナ
対
策
事
業
費
の
総
額

は
。
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

は
、
都
道
府
県
事
業
分
で
も
５
千
億

円
不
足
す
る
と
の
調
査
結
果
が
出
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
臨
時
交
付

金
で
は
足
ら
ず
、
市
の
負
担
と
な
る

の
は
い
く
ら
か
。

　
　
　

総
務
部
長　

４
月
以
降
の
コ

　
　
　

ロ
ナ
対
策
事
業
費
は
、
定
額

給
付
金
な
ど
を
は
じ
め
34
事
業
で
、

総
額
１
４
０
億
４
９
１
４
万
１
千
円

で
あ
り
、
本
市
負
担
額
は
18
億
３
７

１
４
万
４
千
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て

13
億
２
４
４
１
万
7
千
円
が
本
市
に

配
分
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
時
点

で
の
本
市
負
担
額
は
、
５
億
１
２
７

２
万
７
千
円
で
あ
る
。

議
案
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、３
名
の
議
員
が
聞
き
ま
し
た
。

QQ AA

QA

質
疑
質
疑

採
決
の
前
に
議
案
に
対
す
る
賛
成

×
反
対
の
意
思
を
表
明
し
ま
す
。
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意
見
書
・
審
議
結
果

………………………………

　

令
和
2
年
9
月
1
日
付
け
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
」
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

理
由　

十
分
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
対
策
を
講
じ
な
い
ま
ま
、
若
年

層
の
フ
ァ
ン
拡
大
を
目
指
す
方
針
に

反
対
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

理
由　

国
と
し
て
の
取
り
組
み
で
あ

《
賛
成
討
論
》     

横
田
　
隼
人

議
案
第
75
号

理
由　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
端
末

を
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
安
全
・

安
心
な
学
校
生
活
の
確
保
を
目
指
し

て
整
備
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
た

め
、
反
対
。

《
反
対
討
論
》     
中
谷
真
裕
美

議
案
第
78
号

理
由　

子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
端

末
は
、
価
格
の
み
で
決
め
ら
れ
る
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
た
め
、
反
対
。

《
反
対
討
論
》     

水
本
　
徹
雄

議
案
第
94
号

理
由　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
端
末

を
購
入
す
る
の
で
な
く
、ま
ず
整
備
が

行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
の
補
充
か
ら

始
め
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、反
対
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

議
案
第
94
・
95
号

意
見
書
案
第
3
号
可
決
・
提
出 り

、
本
市
の
児
童
・
生
徒
だ
け
端
末

を
整
備
し
な
い
状
況
に
は
で
き
な
い

た
め
、
賛
成
。

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果
25　
片
山　

圭
之（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣（
会
派
無
所
属
）

12　
松
永　

恭
二（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓（
会
派
無
所
属
）

８　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美（
会
派
無
所
属
）

２　
竹
田　

英
司（
会
派
無
所
属
）

１　
武
田　

孝
三（
志
政
会
）

審
議
結
果

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

× ×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

議
長
の
た
め
採
決
に
参
加
せ
ず

令和２年９月定例会令和２年９月定例会

令和元年度丸亀市モーター
ボート競走事業会計利益の処
分及び決算の認定について

令和2年度丸亀市一般会
計補正予算（第8号）

物品の購入について（市
内小学校GIGAスクール
構想に係る端末）
物品の購入について（市
内中学校GIGAスクール
構想に係る端末）

令和元年度丸亀市一般会
計及び各特別会計歳入歳
出決算認定について

原
案
認
定
原
案
可
決
原
案
可
決
原
案
可
決
原
案
可
決

　は賛成、×は反対です。 ※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

議　案
第95号

議　案
第94号

議　案
第75号

議　案
第78号

認　定
第１号

市議会議員の
不当要求疑惑等に関する
調査特別委員会

　9月定例会初日、市議会議
員の不当要求疑惑等に関する
調査特別委員会の真鍋順穗委
員長からこれまでの調査に関
する中間報告がありました。

　
委
員
会
で
は
、
関
係
者
13
名
に
対

す
る
証
人
尋
問
や
記
録
の
確
認
な
ど

を
行
っ
て
き
た
が
、
証
言
や
記
録
に

対
す
る
認
識
に
相
違
が
あ
り
、
現
時

点
で
調
査
報
告
を
す
る
状
況
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
所
期
の

目
的
の
た
め
、
任
に
当
た
り
、
真
実

の
究
明
に
努
め
て
い
く
。

中間報告



　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
大
変
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　
お
城
ま
つ
り
・
婆
娑
羅
ま
つ

り
な
ど
の
行
事
も
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
議
会
関
係
で
は
議

会
報
告
会
も
開
催
を
見
送
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
議
会
だ
よ
り
を
充
実

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
様
々
な
病
に
関
連

し
て
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
、

医
療
従
事
者
な
ど
の
方
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
的
行
動
が
社
会

問
題
と
な
り
、
心
が
痛
み
ま
す
。

皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は

「
病
気
に
な
る
の
は
誰
の
せ
い
で

も
な
い
よ
」
で
す
。

　
病
気
に
な
る
の
は
自
分
の
せ

い
で
も
、
誰
か
の
せ
い
で
も
な

け
れ
ば
、
何
か
の
せ
い
で
も
な

い
。
そ
の
こ
と
に
意
味
づ
け
は

い
ら
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　
正
し
い
情
報
を
も
と
に
冷
静

な
判
断
と
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　香
川
　
勝

編
集
後
記

～議会報告会中止のお知らせ～～議会報告会中止のお知らせ～
　平成24年5月の初開催から8年。
　「市民の声が1つでも多く、市政に届くように」と、毎年開催していた議会報告
会ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、今年度はやむなく中止
します。議員一同、開催を楽しみに企画・準備を進めてきたところではありまし
たが、感染防止の徹底を最優先に検討した結果です。
　市民の皆様には、紙面での活動報告なども検討しておりますので、ご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◇これまでの議会報告会◇

コミュニティバスの時刻表
をもっと市民目線で考えて！

産業振興補助、
金額アップできん
のかな？？

??！?

一歩一歩ではありますが、
みんなが笑顔で暮らせるまちに

近づけていきます

意見交換会テーマ
総務委員会 若者の政治参加

都市経済委員会 地元企業の人材確保、
企業誘致、市のイベント

生活環境委員会 スポーツ振興
教育民生委員会 学校教育
総務委員会 若者の政治参加
都市環境委員会 新市民会館のあり方
教育民生委員会 保育士確保
総務委員会

平成29年

平成30年

令和元年 消防団活動
都市環境委員会 市内公共交通
教育民生委員会 子ども条例

現在は➡
IT端末の購入補助など、メニュー
を大幅にリニューアルし、がんば
る中小企業を応援しています。

新庁舎は国道11号線より南！？
真ん中にあることより駅とか
人の流れが大事ちゃうん？？
現在は➡
現庁舎すぐ東側に
建設中です！

現在は➡
地域の要望を踏まえ、発着
時間などを毎年調整しなが
ら運行しています。

あの提案、

どうなった？？
あの提案、

どうなった？？
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